
 

 

 

 
 

第４７６号 （令和６年１月２１日） 

 

 

◎第５１９回例会   

日 時 ：令和６年１月２１(日) 午後１時～ 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

講 師 ：新潟大学大学院 医歯学総合研究科 産婦人科 

教授 吉原 弘祐 先生 

演 題 ：「子宮内膜から考える婦人科腫瘍疾患」 

 

・「新生児マススクリーニングについて」 

  岡山大学小児科 

  岡山県健康づくり財団 

 

◎第５２０回例会予告   

日 時 ：令和６年３月１７(日) 午後１時～（予定） 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

講 師 ：千葉大学大学院医学研究院 産婦人科学 教授 甲賀 かをり 先生 

演 題 ：「生殖･内分泌領域」 

 

◎保険だより 

＃１ フェインジェクト®静注、モノヴァー®静注についてのご留意頂きたい点： 

１）経口鉄剤の投与が困難又は不適当な場合に限り使用すること。 

２）原則として血中 Hb 値が 8.0ｇ／dL 未満の患者に投与することとし、血中 Hb 

値が 8.0ｇ／dL 以上の場合は、手術前等早期に高用量の鉄補充が必要であって、 

含糖酸化鉄による治療で対応できない患者にのみ投与すること。 

なお、本薬剤投与前の血中 Hb 値及び血中 Hb 値が 8.0ｇ／dL 以上の場合は本薬 

剤の投与が必要と判断した理由を診療報酬明細書に記載すること。（R2.8.25 付け 

保医発 0825 第 1 号より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

＃２ 術前検査について： 

術前検査として認められている検査項目は、病名不要です。病名の記載がある場 

合、病名を疑う根拠があっての検査施行と判断され、根拠を問われます。検査の審 

査をパスさせるために、実態のない病名の記載は絶対あってはなりません。術前検 

査日と同日の診療開始日の検査と病名、例えば、ＨｂＡ１ｃと糖尿病の疑い、尿沈 

渣と腎炎の疑いや顕微鏡的血尿、Ｄーダイマーと深部静脈血栓症の疑い、腫瘍マー 

カーと卵巣癌の疑い等の場合は、査定の可能性がありますのでご留意願います。 

＃３ 子宮全摘後の膣断端細胞診検査について： 

検査時に子宮頚管粘液採取料が算定できますが、書面審査上、子宮全摘後が判る 

ことが必要です。また悪性腫瘍以外の子宮全摘後の場合には、適切な傷病名の記載 

が必要です。 

＃４ 免疫染色病理組織標本作製について： 

算定可否は出る結果により決まるため、算定妥当結果が出てから請求願います。 

算定妥当結果不明での請求は書面審査上、算定不可です。 

＃５ 流産確定後の超音波検査について： 

原則算定不可です。但し、稽留流産等確定後、無手術にて待機管理方針の場合は、 

１回のみ認められます。書面審査上、方針が判る必要があります。 

 

◎妊産婦死亡例調査について 

 「妊産婦死亡例登録、調査」（妊産婦死亡とは妊娠の期間及び部位に関係なく、妊娠    

またはその管理に関連した、あるいはそれらによって悪化したすべての原因による  

妊娠中または分娩後４２日以内における女性の死亡をいいます。） 

 死亡例発生の都度、速やかに岡山県産婦人科医会までご連絡下さいますようお願い申 

し上げます。 

 

◎おぎゃー献金について 

プラスチック製の暖かみのある素敵な献金箱が出来ました。ご希望の方は当支部へ  

お申し込み下さい。 

 かねてよりご協力願っております「おぎゃー献金」の入金には直接持参してくださる 

か、便利な中国銀行の振込用紙をご利用下さい。 

 （振込用紙、献金袋、受領証並びに感謝シールは当支部にございます） 
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